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１ 調査の概要 

調査対象：豊田市在住の１８歳以上の市民 

調査方法：郵送配布・郵送回収 

抽出方法：無作為抽出 

調査時期：平成２８年１０月 

配 付 数：５，０８４票 

回 収 数：２，８９０票（回収率：５６．８％） 

 

２ 調査結果 

（１）市議会への関心度 

「どちらかといえばある」が平成 26 年より増えて、『関心がある』（「関心がある」＋「ど

ちらかといえばある」）が約45％と高くなりました。 

（２）会議の見聞状況・見聞したことのない理由 

「見聞したことがない」が74.4％で、平成 23年から高くなっています。その理由は「開

催日時を知らない」が51.9％で、平成23、26年よりも15ポイント程度高くなっています。 

（３）市議会だより 

『読む』（「全部読む」＋「関心記事だけ読む」）が約 41％で、平成 26 年と大きく変わっ

ていません。 

（４）地域市議会報告会 

「参加したことがある」が 6.2％で平成 26 年と比べるとやや高くなりましたが、「知って

いるが参加したことはない」（6.1％）と「知らなかったが参加してみたい」（3.4％）は平成

23、26年よりも低くなっています。 

（５）議員報告会 

「参加したことがある」が 11.1％で、（４）地域市議会報告会よりも２倍程度のポイント

となっています。 

（６）議会・議員への期待 

「市及び市民の利益となるような政策の提言を行う」が 48.6％と最も高くなっています。

全体的に平成23、26年と大きな差はありません。 

 

※図中の構成比（％）は少数点第２位を四捨五入しているため、単数回答は構成比を合計しても必

ずしも100％になりません。 
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自由意見 

 

○自由意見は、539 人から延べ 548件の回答をもらいました。 

○意見の種類の中では、個別の施策への要望が一番多く、次いで、活動がわからない・報告

してほしい、政務活動費について、税金が高い・税金の無駄遣いをなくしてほしいという

意見が多くあります。 

○全体的に批判的な意見が多くなっていますが、地域の声を聴いてほしい、要望を聴いてほ

しい、市全体のことを考えてほしいなどの役割が求められています。 

 

◆個別の施策への要望（204件） 

◆活動がわからない・報告してほしい（58 件） 

◆政務活動費について（50件） 

◆税金が高い・税金の無駄遣いをなくしてほしい（40件） 

◆議員の日常活動の姿勢（33件） 

◆議会・市政以外の要望、意見（29件） 

◆市全体のことを考えてほしい（25件） 

◆地域の声を聴いてほしい（24件） 

◆議会について（18 件） 

◆要望を聴いてほしい（18件） 

◆議員の選挙の時の姿勢と日常活動の差（17件） 

◆その他議員活動に対する要望（17件） 

◆議員定数について（11件） 

◆市政をチェックしてほしい（4件） 
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（お問合せ）豊田市議会事務局 

〒471-8501 愛知県豊田市西町３丁目６０番地 

TEL：0565-34-6665（直通）  FAX：0565-34-6566 

E-mail：gikai@city.toyota.aichi.jp  URL：http://toyota-shigikai.jp/ 

 


